秋草の 顆 



iM 左 木俊郎 



貞 子の 靴 先につ いていた のと、 全く 同じ ものであった。 

同じ 草地からの 顆 であった。 私 は ひどく 明るい 朗ら 

かなもの を 感じさせられた。 そして 私 は 腹の 底で r 峻 

も貞子 も、 注意して 靴 先 を 拭って 帰る もの だよ」 とい 

うような こと を 言わずに はいられなかった。 併し、 そ 

れは 例によって 言葉に はならなかった。 ただ 一 言 「遅 

くな りました」 とさえ 言う ことの 出来ない 峻 に対して、 

私 はもち ろん 「どこ を 歩き 廻って いるんだ？」 という 

ような 質問の 出来る 人間で はない。 私 は、 一緒に 歩い 

ていたの なら、 一緒に 帰って来れば いいのに というよ 

うな こと を 身体の 中の どこかで 眩き、 この 二人の 上 



に 何 かしら 微笑 を 感じながら 書斎に 戻った のだった。 
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